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課     題 
セルラニューラルネットワークを用いたパタン識別手法の

開発と応用 

(該当に○を付すこと) 

１ 教育プロジェクト 

② 研究プロジェクト 

プロジェクトの 

概     要 

※ 昨年度採択された課題を継続申請する場合は，昨年度の成果と今後の研究計画を記入すること。

セルラニューラルネットワーク(Cellular neural Network, CNN)は，セルと呼ばれる単純

なアナログ回路を格子状に配置したネットワーク構造である．CNNは学習を必要とせず，既存

知識に基づいた連想記憶能力によって推論出力を得る．また，単純なセルの組合わせから生

成する複雑な時空間ダイナミクスを利用する非線形回路であり，理論的な性質や画像処理へ

の応用が盛んに進められている． 

本プロジェクトでは，CNNの有する自己想起機能に着目し，その連想記憶媒体として応用，

特に識別問題への応用を検討している．この応用に際しては，識別対象となる画像サイズが

大規模になった場合，CNNを構成するセル数が多くなり，解の収束に多大な計算量を要する点

が大きな問題となっている．このことはCNN設計において，取扱可能なデータ分解能と処理速

度のトレードオフを必要とすることにつながる．そこで，主にデータ分解能の向上について

は従来の[0,1]の２値処理ではなく多段階の分解能を有する多値セルラニューラルネットワ

ークを提案している．また処理速度および識別精度の向上については，データ処理を階層的

に行う手法の導入を検討している． 

昨年度は，木更津高専においては分割階層型CNNの設計について，また松江高専においては，

古文書文字認識を応用対象としたCNNの応用（図１）をそれぞれ検討してきた． 

本年度は，これらを統合し，高速・高精度・高分解能のCNN設計手法および分類問題などの

応用課題への適用を目的として研究を行う． 

 

図１ 方向線素特徴量を用いたCNNによる古文書文字認識 

高専教員に希望 

する研究テーマ 

内  容  等 

高専教員に希望する研究テーマ・内容を以下に述べる． 

 

(1)知識提供 

申請する研究課題では，集団学習として，複数のCNNを階層構造として構築する必要がある．

このとき，複数の学習機械を統合する集団学習では，分割の方法や学習パラメタの設定など

の経験的知識が必要となる．そこで，ニューラルネットワークや集団学習等の研究を行って

いる高専教員との共同研究を希望する． 

 

(2)検証実験の実施 

申請する研究課題に関する実装および実データにもとづく検証実験が不可欠である．その

ため，本申請課題への参画に際して，解析に適用可能な識別対象問題の抽出，CNNへの入力に

際してのデータパターニング手法の検討，データクラス・規模とCNNの設計分解能との関連性

調査を行い，実データを対象とした検証実験の実施を希望する． 

 

(3)プログラムのパッケージ化 

申請する研究課題にて提案する手法について，ソフトウェア・ハードウェアを問わず，実装

を行い，実用上の問題を明らかにする必要がある．そのため，CNN の回路化・プログラムパ

ッケージ化などの実施を希望する． 

 
 


